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ヘッドライン　発酵の化学
　日本が世界に誇れる技術やシーズは沢山ある。中でも，日本の発酵食品の歴史は世界的に
見ても極めて古く，縄文時代に遡ると言われている。そんな発酵食品を勤勉さと深い経験則
で後世の人々に引き継がれ，微生物の利活用を科学的に進化させて，今日の日本の発酵技術
や食品工業が成り立っている。こんな日本のものづくりの原点と思われる『日本の凄い発酵
技術』を化学に焦点を当て，今日の代表的な発酵食品の優れた機能や凄さを，それぞれの専
門家の立場から，簡潔にご紹介頂く。今回は，以下の 4件のテーマを，本HL企画として取
り上げる。
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次号ヘッドライン 日本の化学史

　宮城県仙台第三高等学校は昭和 38 年に全日制普通科男子校として創立され，昭
和 43 年には理数科を県内で初めて設置し，以来県内の理数教育の牽引役を担って
きた。平成 21 年には現校舎が完成し男女共学となり，22 年から SSH，24 年から
コア SSHとして 29 年からは 2期目の指定を受けた。この間，課題研究や特色ある
カリキュラムの展開を行い，ISEF 2015 では化学部門で 3位入賞をはじめとする各
種コンクール等での生徒の活躍が目立つ。

表紙の言葉　宮城県仙台第三高等学校


